
①この様に、指の力でねじ込んで下さい（工具は使わないで下さい）

本体のメネジ
ジョイントのオネジ部

手慣れた人は、短い柄のレンチ（持っている人は少ない）を使って、小指程度の、ごく弱い力で継手をねじ込みます。
※写真のレンチでも長いので、さらに短いレンチが必要です。その為、①の要領で、3～3.5回指でねじ込んで下さい（4～5回はねじ

この様な工具を使う人が多い為、トラブル（メネジが割れる）が起こります
長い柄のレンチでねじ込むと、弱い力でもメネジを割ってしまいます（モーメントが大に成るからです）。

×

△

ジョイントにはシールテ―プを
3～4回巻いて　本体のメネジ部に
ねじ込んで下さい。

②ジョイント（オネジ）は、この様にシールテープを巻いて下さい。

正巻き（逆巻きはダメです）
シールテープ

③ダメな手法です ④割れた例

客様が割ってしまった

継手のネジ込みは弱目の事（作業の要領案内）

　ひびがメネジ部から続いています

　（3～4回）

　（他の客様の例です）

柄が長過ぎてダメ

このケースとジョイントは例です。
別紙のケースでも割ってしまう人が多い（X）1/2



メネジは全てΦ1/4”です（新品の為、キャップがされています）

姿の例：インラインタイプフィルター/ケースと呼びます。

以下の全てのインラインタイプフィルター/ケースは、継手（別紙-（X）1/2の例）をねじ込み過ぎると、メネジを割損する場合が有ります。（X）2/2

別紙（X）1/2を見て、作業をお願いします。


